I第８分科会「子供とまちづくり」


趣　旨

街の地域環境は、感性豊かなこども達に重要な影響を与えます。今、まちはこどもを育てる器としてさまざまな視点から関心が高まっていますが、地域で生活する子どもたちにとってよい環境と言えるでしょうか。こどもの遊び場づくりに取り組み、こどもとともにまちを探検するお父さん、お母さん、指導員さん、学校教育のなかで身近な環境を教材としている先生方、子どもたちによい地域環境をと頑張っているグループ、子どもたちとともに地域の宝探しをし、地域学習に取り組むグループ等、地域での創意工夫ある実践活動の交流を通じて、こどもたちにとってのまちづくりを語り合います。

　そして、その活動の将来展望として学校教育とまちづくりをどのように結びつけていけるかを考えたい分科会です。


■事例報告者

●渡辺　則子（まどか文庫：豊橋市）

●南部　蔦江（憩いの場・遊び場をつくる会代表：名古屋市昭和区）

●原　　京子（子どもの遊び研究会・どんぐり所属：名古屋市緑区）

· 小島　克視（子どもまち研究会）　

■コーディネーター　

●寺本　潔：愛知教育大学助教授。人文地理学・社会科教育・環境教育を専攻。

■司会者

· 青山　嵩：財団法人　名古屋都市センター　調査課研究員

■タイムテーブル

13：00    開会

15：10    事例報告と質疑

15：30    休憩

15：45    交流討論

16：30    閉会

はじめに

司会／青山　嵩（財）名古屋都市センター調査研究員

　交流フォーラムは、３年間の取り組みです。１年目の今年は「出会い」がテーマ、来年度は「討議」、３年目は「提言」となっています。今年度のテーマ「出会い」の目的に沿って、事例報告をパネラーの方にお願いし、その後会場からもたくさんの報告を期待しています。
コーディネーター

寺本潔／愛知教育大学助教授

　　日本でもようやくまちづくり運動、ＮＰＯが盛んになってきましたが、「こどもとまちづくり」というテーマは、まだ、一般化した概念となっていません。しかし、世代を更新していくうえでも、「小さなまちづくり人」を育てていかなくてはなりません。
　こどもをまちづくりに参加させるためには、親も学ばなくてはなりません。そして、親子の取り組みを支援するために、自治体やプランナーや学校、さまざまなＮＰＯ組織等が結集していかなくてはなりません。
　こどもとまちづくりのテーマは、世界的傾向となっています。先進国では、子供達にまちづくりをテーマとして考えさせ、その成果も多く実現されてきています。この東海地域でも市民フォーラムが持たれたことは大変意義深いことです。本日その第一歩がしるされました。活発な討議を期待しています。
事例報告
渡辺則子

まどか文庫：豊橋市

　　２３年前まで岐阜県で、そして、豊橋へ移り、幼児を抱える近所の子供達と一緒に過ごし、文庫活動も３世代に及んでいます。
　「こどもとまちづくり」という視点で文庫活動を紹介することはこれまでにもなかった経験です。目の前にいる子供達、その親、地域の人達、社会を形成している人達の活動を見直してみました。
　家庭も地域も非常に居心地が悪くなっている時代です。そうした中で、ひとつの場所で本を通じて、これは文化を継承していく場所でありますが、長い期間継承してきたことは、生涯学習の拠点を民間で続けてきたと言えます。ある親は、まどか文庫へ入ると文化との出会いがあり、そこは宇宙の広がりがあるという感想を聞きました。孤立して子育てをしている親にとってこうした広がりを体験できる貴重な場所であることが実感できます。
　地域の小さな文庫ですが、いろいろ話し合う場所ともなっているので、現実に行なわれている地域のことも話題となります。ある時、小耳に挟んできた新池という地域にある池の改修の話がテーマとなりました。階段で下りるルートはあるものの、障害者、ベビーカーなどのための配慮が欠けていました。そのことを指摘して、スロープを付けることに成功しました。まちづくりという大げさなものでも、まちづくりのモニターでもありません
が、年齢を超えた出会いや、障害を持った親、外国人など家庭環境が異なった人達の出会いを通じて、まちづくりの話題が提供され、みんなが自分の問題として受けとめ、行動できる目が育ってきたことが嬉しく思います。
　行事を通じて子どもと接すると、大人の私達のいたらなさを感ずることが多くあります。ある時、公園にある大木が切られることになりました。私はせめてみんなで写真を撮って思い出を残そうとしましたが、今、思えばどうしてそれを残す努力ができなかったのかと悔やまれます。これから私たちの課題であると思っています。まちづくりとの出会いがそうさせるのかも知れません。
　出会いの場は暖かい空間でなければなりません。木の素材と人と人との距離、すなわち囲炉裏を囲む距離です。その原点を忘れずにまちづくりにも目を向けつつ活動を続けていきたいと考えています。
南部蔦江

憩いの場・遊び場を作る会代表：名古屋市昭和区

　私達は公園づくりを通して、地域の人達がひとつになりました。きっかけは、私達の地域に公園がなかったことによります。地域に公園づくりをしようと取り組んでいるのを聞き、一緒にやろうと同じ思いを持つ主婦が中心となり取り組み、公職者の人達にも声をかけました。署名運動に取り組み、スーパーの前、運動会、子供会の行事など人の集まる場所を回りました。その結果、１万８千人の署名が集まり、昭和区４人の議員さんの協力も得て市議会に請願し、採択されました。用地のめどがたった段階で、公園づくりにも参加しようと、市の農政緑地局の協力を得て、プロジェクトチームを作り勉強会を重ねました。
　デザインゲームなどで、公園づくりをみんなで実感できるようにしました。記憶を残そうとみんなで作成した絵を貼ったりしました。近くに障害者の施設もあるのでその人達も使えるようにとトイレも工夫しました。小さな公園ですができたときの喜びは大きく、みんなで完成を祝い、お祭りをしました。
  公園が完成してから愛護会を作りました。月一回の定期的な掃除、花の管理、植え換え、七夕やクリスマスには笹や樅の木等で装飾、地域の人達で公園を楽しんでいます。
　老夫婦がベンチでひなたぼっこや、孫の面倒をみていたり、小さな子が走り回り、小中学生がドッチボールやバスケットボールに興じたり、サラリーマンがベンチで昼休みしたり、若い女性がダンスの練習をしたり様々な利用がされ、見ていると本当にがんばってよかったなと想いがいっぱいの公園です。
「公園を作る会」は三つの公園づくりの請願を出しました。吹上学区、松栄学区、御器所学区の３つの学区に公園を作ることです。台町公園は松栄学区で１番目にでき、続いて吹上学区に北山本町公園が、御器所学区にも暫定的に広場が解放され、将来は公園となる予定です。

（補足説明）
　台町ふれあい公園愛護会の大野佳枝です。
　公園づくりに一緒に取り組み、公園づくりやその管理を行ってきましたが、愛護会のメンバーで子育てマップづくりに取り組んでいます。地域の公園はもちろんのこと、幼稚園、保育園、病院あるいは困ったときの相談窓口など子育て中のお母さんに役立ててもらえる情報を盛り込んでいます。公園づくりからは始まって、子育ての情報センターとして、よい地域づくりに取り組もうと頑張っています。
原　京子

子供の遊び研究会・どんぐり：名古屋市緑区

　1992年、緑生涯学習センターの子供環境白書という講座に集まった人達が母体となってできたグループです。世田谷プレーパークのビデオをみて、私達のまちにも自分たちの公園ができないかと相談しました。私達の住んでいる近くに新海池公園があります。そこに行けば、誰かがいて、何かおもしろいことができると感じられる公園になればと夢を語り合いました。
　それが実現した現在、子供達の年齢も高くなり、お母さん達も環境とか福祉とかに関心が高く、これまでの実績を広げるために、コミュニティ・ガーデンづくりに取り組んでいます。コミュニティガーデンとは、住民が参加して、住民が望む公園を、住民の手で作るということ、そして、子供からお年寄りまでみんなが楽しめる公園、３世代公園と呼んでいます。
　公園の竹を利用して竹箒を作りましたが、老人の経験と知恵を拝借して実現できました。雑木林の管理の過程で間伐材が出ます。それを活用して椎茸菌を打ち込むこともしています。将来的には、公園の中で栽培し、老人会などの給食に出せたらよいと考えています。公園が世代を越えた人達の庭になればよいと願っています。市と掛け合って自分達の作った看板を出せないかと交渉したところ、公園愛護会を作れば可能ということで、新海池コミュニティガーデン公園愛護会として平成１０年１１月に発足しました。
　毎年、緑生涯学習センターで緑フォーラムを開催していますが、そこに街探検の企画を持ち込み、鳴海の街を使って子供達と街探検を実施しました。第１回目は鳴海の街探検ということでテーマを絞らずに実施しましたが、古いお寺など歴史があることがわかり、第２回目は鳴海の歴史に焦点を当てて、日曜お寺学校と銘打って、昔の寺小屋体験をしました。鳴海には昔の温泉もあり、それを見せてもらいました。いろいろの街探検で拾ってきたもので絵地図を作り、みんなでどんなところがよくてどんなところが困るかの感想を出し発表をします。子供達が街に関心や夢を持ち、自分たちも街の主人公なんだということが、この体験を通して考えてくれればよいと話し合っています。

（追加説明）
　鳴海小学校あそび文化部の川尻です。設立は今から５年前で、小学校校庭の遊び場開放を実施していましたが、ただ場所を開放するだけでは、今の子供達は遊びません。親やおじいさんおばあさんの時代の豊かな遊びを何とか伝承しようと遊び文化部を作りました。
昔はお寺が子供達のたまり場であったり、新海池の水が１０年に１度抜かれるとき魚のつかみ取りをしたり、鳴海神社でターザンごっこや野球をしたりしました。今そういうものを子供マップづくりとしてまとめているところです。何とか今の子供の遊びを豊かなものにできないかと活動しています。
小島克視

子どもまち研究会：西尾小学校

　西尾市は、１０万人ほどの都市でその城下町の城跡に小学校は建っています。地区は古い歴史がある一方で、新しい新興住宅もあります。江戸時代から力を持っていた商人の街ですが、最近では人口の流出で商店街も寂れつつあります。
　小学校での取り組みは、子供達を街へ出すということから始めます。行事にしろ、学習にしろ街の中を歩かせて、ヒントを得、考えさせ、そこから探り出すことによって子供達に力を付けていこうということです。子供達にとってみれば自分達の街の交通事情であるとか、川の状況であるとか、昔のこととかを調べることにより、愛着も湧くであろうし、誇りにも思うだろうし、街の人達に話しかけたりもできるであろうと取り組んでいます。
　学校は学校、地域は地域という考え方では子供達が育っていかない時代になってきています。学校が地域へ解放されていかなければならない時代であるという基本認識で、地域の人達がいろいろ専門分野のことを教えてもらうために受け入れてもいるし、逆に子供達もどんどん学校から地域へ出して学ばせて、学校と地域と垣根のない取り組みを進めています。また、私達の地域には学校の活動だけではなく、まちづくりについてＪＣとか商工会とか商店街振興組合とかおかみさんの会とかたくさん活動しておられます。そうした団
体の活動とも連携を図りながら子供達の意見も提案できないだろうかと考えています。
　具体的には親子で街に出て、写真を撮ってポスターとしてまとめたり、俳句を作ったり、スケッチをしたりしています。写真や現場での収穫物は、学校に持ち寄って親子で製作します。
　また、蔵開け探検隊と呼んでいる取り組みもあります。学区には１４ほどの蔵が残っています。その蔵がどこにあるのかを探すことから始め、許可が得られた蔵へ入り込みます。
どのような宝が眠っているのかみんなワクワクする瞬間です。中に何があるのかを詳細に調べ、持ち帰ってポスターに表現し、みんなの前で発表します。
地域の人と学ぶ街学習セミナーの取り組みもあります。現在６回を数え、学校と地域の住民がともに学び合っていこうとしているところで、毎回参加者が増えております。
　こうした取り組みを通じて、学校がこども達、地域の人達を巻き込みながらまちづくりを進めているところです。
青山　　　　小学校の時代から街を勉強し関心を育てられると、大人になった時にもきっと生きたまちづくりができるのでしょうね。一つだけ質問させて下さい。この取り組みは、学校の授業時間でやっておられるのか、課外活動としてやっておられるのか教えて下さい。
小島

授業時間としてやっています。まもなく教育カリキュラムが大幅に変わりますが、そこに総合的学習の時間が組み込まれることとなっています。私達はそれを先取りした形でいろいろな教科の時間を集めながら、フィールドワークで指導できる内容を吟味し、授業として成立させています。
青山　　　　　　後半の討議のために、ご意見、討議の内容について意見がありましたら、ポストイットを用意してありますので、意見を書いて後ろの模造紙に貼っておいて下さい。
休憩

青山　　　　　　　前半の事例報告を聞いた感想を、コーディネータの寺本先生にお聞きして、少し頭を整理して討議に入りたいと思います。
寺本　　　　　

　今日の４人の方の発表が、ちょうど子供の成長に合わせる形となっており興味深く聞かせていただきました。子供の年齢に応じて、親や先生との関係は大きく異なってきます。
子供の成長と合わせて、街の空間的射程が広がっていくのがよくわかりました。「まどか文庫」は家から一歩外へ出るいわば点の広がりで、「台町公園」はいろいろな人達が利用する公園を対象とし、どんぐりでは、公園から始まって地域の探検というまちづくりまで、そして最後の西尾小学校では、街探検から商店街なども含み込んだ街学習までの広がりを持っていました。こどもの年齢に応じて、空間や興味の対象の広がりをうまく取り入れてやる必要があることが、４人の報告を聞いてよくわかりました。中学生や高校生ではもっと違った取り組みも可能になるものと思います。ここに、こどもとまちづくりを考えていくヒントが隠されているのではないかと思います。本日は、うまく取り組んでいる事例を発表いただいたので子供の年齢に応じて適切な取り組みの事例でしょうが、うまくいかない場合、子供の興味をうまく引き出す工夫も必要となるでしょう。
　もうひとつ持ちたい視点は、子供達をどう見るかという視点です。三つの切り口から子供を見る必要があると思います。
　ひとつは、社会的弱者としての子供であります。街は大人だけのものではなく、子供や高齢者等社会的弱者のものでもあります。渡辺さんの公園づくりにおいて子供達が池にアプローチする階段がないのを指摘したことなどもこの点ですね。子供達には発言権がなかなか与えられておらず、社会的弱者としての子供達の生活空間を大人達がどうサポートしていけばよいのか、この視点が第１としてあります。
　２つめの視点は、将来の市民に育つ前の子供の捉え方です。西尾小学校での取り組みも「小さなまちづくり人」を育てる取り組みとも言えます。
　そうした活動を通じて浮かび上がってくる第三の視点は、４人の報告を聞いても明らかですが、街の様々な大人達を結びつける存在としての子供の果たす役割にも注目していきたいと思います。子供達のためにという取り組みから始まって、実は、大人達がまちづくりに関心を深めていくというケースは非常に多く見られます。子供の公園づくりからコミュニティガーデンづくりへというのも、大人達のまちづくりへの視野の広がりを示すものですね。まちづくりへのこどもの参加について、手法的には様々な実践がなされてきています。ワークショップや、公園にこども達のタイルを貼る取り組みであるとか、自分がこの公園に関わったという実感を育てていく事例はたくさん見られます。行政が立派な公園を住民の知らない間に作られていたというのとはまた違った地域への愛着を育てることとなります。
青山　　　前半の事例報告や寺本先生のアドバイスも受けて、会場からの意見を出して下さい。
亀井佳子／フリアン
　フリアンは乳児の段階から小学校ぐらいまでの子供を持つ母親の集まりで、キッズパークという冊子を年３回出しています。98年10月、全国大会が名古屋で開催されたため、同じグループのニックと共同で切り盛りしました。まちづくりとの関係では、報告者の原さんなども交えて、遊び場について考えてきました。最初はどういう場所で遊ぶかといったハードな施設に目がいきがちでした。しかし、全国の実践報告を学んでいくうちに、施設の要望だけではなく中身の問題が重要であることがわかってきました。施設で言えば、京都市のように小学校の教室を開放していく取り組みなど、柔軟な方法で確保をしていけばよいと思えるようになりました。こどもを街へ連れ出すためには特に小さい子供の場合、母親の果たす役割の大きさを痛感しています。母親に関心を持ってもらうために冊子を作っている訳ですが、育児に専念していると一人づつが家にこもりがちで、外へ出ていく動機付けが第一の問題です。そして、外へ出た場合、今度は子供達が安全に遊ぶ場所がない、歩道が使いにくいといった問題点がたくさん出てきます。今度はそうした意見をどこへ持っていけばよいのかがわからないという点が第二の問題点となります。そうした母親達の声を反映できればよいと取り組んでいるところです。
飯田市

　　長野市の飯田市から１０名ほど参加して各分科会で勉強させていただいています。飯田市は過去に地元の先生達の提案で街路樹にリンゴを植えたりし、これが今でも中学生の手によって育てられているという事例があります。飯田市の一つのシンボルである山があります。その麓におよそ２６haの総合公園を建設中です。建設省の子供の森事業であり平成３年度から始まり１４年度に完成する予定です。その推進の中に、本来主役である子供の声をどう反映するかで悩んでいるところで、それを勉強するために参加しました。セミナーなどを開催しながら関心を高め意見を反映できないかと考えています。

（補足説明）
　生涯学習を担当している職員です。都市整備の担当職員から相談を受け、参加というソフトをどう考えればよいかを問われています。今まで、生涯学習では子供を対象としたものがなかったので、我々も暗中模索の状況です。いろいろな声を聞くためにはセミナーを開くのが良かろうということで、子育てといったみんなが身近に感じられるテーマを選び、できれば子供自身も参加できる形を考えたいと思っています。
青山　　　　話を伺うと、行政側でも公園づくりなどでは市民の声を聞く姿勢が見えてきました。これまで行政が作って市民が使うという形では不十分であるということが双方にわかってきたのではないかと思います。しかし、その進め方についてどうしていけばよいのか悩んでおられます。行政側から実践的に市民と取り組んでいる名古屋市の農政緑地局からお話し下さい。
安藤有雄／名古屋市農政緑地局
　事例報告の中で台町ふれあい公園の話がありましたが、市側で公園の設計ですとか、ワークショップですとか公園づくりを担当しました。実際に公園づくりを担当してきた経験でお話しさせていただきます。公園づくりは人と人とのつながりの場所であるというのと同時に、人と自然との関わりを持つ場所であるという基本認識で進めています。最近では建設省からも、公園でできる環境学習というワクワク・ワークブックという本が出版されています。公園を単にハードな施設づくりに終わらせるのではなく、市民の環境学習の場として活用されるようにと、モデル的な活用事例を紹介しています。利用の立場や、公園を管理する側の意識改革にも言及しています。こうした流れが潮流としてあるということが私達が市民参加の公園づくりをやっていく上での励みにもなっています。
　しかし、実際に公園づくりを進めようとすると、障害もあります。誰もが自由に安全に利用できるという大原則で進めると、木に登るなとか池にはいるなとか規制が働きやすい。それをクリアしていくためには、相互の信頼の上に規制などをどう省いていくことができるのかが重要です。その時、最も地域で重要な役割を担っていくのが地域の母親であると思います。子供の環境ということで地域への関心が高く、相互のネットワークも密です。
既存の町内会、子供会、ＰＴＡ、最近では高齢者の集まりなどがあり、それをまとめあげるリーダーとか組織が必要でその拠点が重要です。学校だとか保育園、学童保育などいわゆる子育て、教育に関する施設が考えられます。公園の作り方、遊び方、管理の仕方、全てを含んでもっと楽しい公園にするためにはどうしたらよいのかを話し合っていければ少しづつ変わっていくように思います。
青山　　　　市民参加に取り組もうとしている行政をうまく市民側に取り込み、お金や人を出させるようにすると良いと思います。

今井民子／多治見親子劇場
　私も多治見で文庫活動を続けています。現在会員は６００名です。親子劇場は全国的にあり、共通点はこどもの文化環境を良くする子育ての会です。子供を真ん中に据えてという気持ちで取り組んで23年になります。こどもの権利条約が批准されましたが、具体的なところでなかなか文化環境は良くなってきていないという実感です。長く続けても良くなってこないことに焦燥感もあります。これまで会員制で続けてきましたが、最近のＮＰＯ等の高まりの輪の一員として頑張っていきたいと考えています。内容的には生の舞台を直接子供に見せる活動をやってきましたが、本物を見せることで、口が肥えるのと同じで、目や耳が肥えます。やはり子供の時からそうした環境になじんでもらうとともに、子供達に作るという気持ちを大切にしています。そのためキャンプやハイキング、探検ごっこも取り入れています。行政側の支援を今後要望していきたいと願っています。
青山　　　  　会場からの問いで、様々な活動を通じて子供達はどのように変わってきたかということがありました。具体的な例を出しながら述べて下さい。
渡辺則子
　私達の活動は活動期間は長いが、同じ子供の成長を長く見るということが少ない。しかし、最初の活動期に触れた子供は、今は子育て期にはいっており、その親たちも子供達に絵本を大切に伝えているという声を聞くと、昔の子供の体験が生かされていたんだとも思います。
南部蔦江
　私達の場合、全く公園がなかったところに公園ができたわけで、子供にとって環境が大きく変わったといえます。公園づくりの段階から子供達の中に大きな喜びが芽生えていました。初期の署名集めの段階から子供達の関心は高く、共に地域まわりもしました。そうした積極性を見ていると親の方も子供達の公園への渇望に打たれて取り組みに力が入りました。また、当初は限られた人の取り組みでしたが、進めるうちに、見も知らぬ人達から応援があったりして、地域にとって本当に必要なことは運動を進めていくうちに広がっていくことを痛感しました。あるお年寄りが、私達の活動に対して励ましの声をかけてくれたのが印象的です。「子供の育たない環境はこれから生きていけないよ」と言われました。
子供が生き生き遊べる場所があるから街に活気があるということで、単に子供のためだけではなく、老人の人達もそうした環境を望んでいるのかと教えられました。
原　京子
　私達は、子供にとって自然との関わりが非常に大切ではないかと思い取り組んできました。自然の体験をたっぷりしたいと思っています。街探検などをやっていると、例えば古い町並み探検などやっていても、大人は古い町並みをどう感じるかといった目で見ますが、子供達は道ばたの草とか、お寺の境内に咲いていた花などをめざとく見つけてきます。街の中の緑に感性が働くのかなとも思います。また、探検などで教えてもらった言葉であるとか、感性であるとかをレポートにまとめると、親がびっくりするほど難しい表現を使っ
たりします。学校教育が枠をはめた形で教育するのに対して、子供の自発的な興味を引き出す活動の良さではないかと思います。学校では目立たない子供達が、生き生きとリーダーシップをとることに驚かされることもあり、学校教育とは違った学習の場になっているのではないかと感想を話し合ったこともあります。

補足説明
　私達のグループには、自主保育と言って幼稚園や保育園に入れないで自分たちで保育をしてきた人達が多くいます。私達でも自然の中にどっぷりと浸かって遊んだ経験が少なくなっている年齢です。食べれる木の実であるとか、自然の中での遊び方であるとかも比較的少なく、自主保育を通じて子供達と一緒に経験を積んでいるところです。そうした経験が増えていくと、次第に自然に対する知識等が豊富になり、それが後輩達に伝えられていきます。
小島克視
　小学校の低学年（４年ぐらいまで）ではリアクションがはっきりと現れます。例えば、水環境を調べていて、背骨の曲がった魚が泳いでいるのを発見すると調査するといってみんなで出かけます。あるいは公園へ出かける体験を持つと、今まで近所に公園がなかったため出かけなかった公園へ自分たちで探して出かけるようにもなります。しかしそれは、自分たちでまちを調べようという行動ではく、体験をすることへの欲求であります。それ
が小学校高学年になると、体験したことが直接行動として出ることが少なくなります。古い町並み探検をして、そのあとの討議で西尾は小京都と言われるが、西尾は西尾でいいのではないかといった発言が出ました。
青山　　　　会場からの質問で、地域の活動と学校の活動の関わり方が出されています。地域活動している親から見て学校の協力が得られにくい等の課題がある中で、西尾小学校がなぜこんな先進的な取り組みができているのかについてコメント下さい。
赤堀　　隆／西尾小学校長
　私自身が西尾小学校の卒業生であります。街の衰退に私も心を痛めて学校として何とかできないだろうかを思い、総合学習の考えが頭に浮かびました。今の学校教育は、知識を得たところで終わっており、その知識をつぎにどう繋げていったらよいのかを考える必要性を感じていました。総合学習の目的は、こども達に表現力を伸ばす能力を高めるところにあると考えています。そして表現力を伸ばしていくのにどうすればよいのかを考えると、子供達に何かを提案させるところまで持っていくことが重要です。そうした考え方に基づいて実践をした訳です。行政の受け入れ方も、普通の大人が行政に要望してもなかなか受け入れてくれません。何万人かの署名を集めてはじめて行政を動かす力となります。しかし、こどもの提案というのは行政は一度必ず受け取っていただけます。教育長が、場合によっては市長が直接受けとってくれます。こども達にとっても、市長が受け取ってくれたというのは非常に大切な経験であり、将来のまちづくり人の原点ともなるのではないかと思います。
  もうひとつ、街学習セミナーの話が紹介されましたが、寺本先生からの助言もいただき、子供がまちづくりに携わっていこうとする時、街の人達が本気で街を良くしていく姿勢が必要です。そこで学習セミナーに取り組むことになりました。あまり急に実行しても息が切れるので、緩やかに盛り上げようと、最初は小学校と一部の商店街の人達で始めましたが、２回、３回と続けるうちに、３０人、５０人と増えてきています。これが火付け役となり、ＪＣや商工会議所が動き出し、あるいは小さな団体でまちづくりをやって見えた団体が結びついたりという形で現れてきました。そして今では、西尾市全体としてまちづくりへの関心が高まってきています。なぜ教育にまちづくりなのかという質問もありました。
教育的な意義と将来的なまちづくり人を育てるという意図で充分教育として扱っていけるのではないかと考えています。
青山　　　子供を中心にしながら、学校の先生、親、地域の商店街など幅広いネットワークで取り組んでいる事情がわかりました。現在は、まだそれぞれの関心がある人達がそれぞれのところで取り組んでいるという感じが強い中で、子供を中心にしながら幅広くつながっているのは感慨深く思います。
　　　　　このフォーラム全体にも参加し、このこどもとまちづくりの分科会にも協力いただいた学生さんがいます。何か一言あればお願いします。
安藤仁美／豊橋技術科学大学大学院院生
　先に紹介されました原さんの街探検にも参加し、子供のことを考えてきております。子供の時が一番地域に深く関わっていて、私達若者は今どこに依拠しているのかがわからなくなっています。しかし、私達も街を考えたいという気持ちは強くあり、そうした思いを持つ人達で交流ができたらよいなということで学生だけの交流会をフォーラム分科会のひとつとして持ちました。子供達と一緒に行動したり話し合いをしたりすることで、子供達の思いを私達若者が引き出したり、表現を手伝ったりできればよいと思います。
青山　　　　まちづくりというと何かを作ったら終わりという雰囲気があり、公園であるとか一つづつのモノについてはそれでよいのでしょうが、まちづくりに携わる人に着目すると作るという言葉よりも育てるという言葉の方がぴったりとするように感じられました。
寺本潔
　最後に一言、本日の会議で討議の対象となっている子どもそのものがいないのが残念です。いつも、学習会をやっていて思うのは、子ども自身の姿が出てこないことです。生の子どもの声、あるいはビデオか何かでその姿を見ながら討議するとか工夫があると良いと思います。
　第８分科会


「こどもたちとまちづくり」


－こどもを育てるまち、まちづくりへのこどもの参加を考える－











